
◆ 学校農園芋植え・梅ちぎり◆◆ 学校農園芋植え・梅ちぎり◆
５月24日（火）は親子で学校農園に芋の苗植えをし

ました。一家族半畝を担当し，
家族で協力しながら作業を進め
ました。並行して梅ちぎりもし
ました。秋にはたくさんのサツ
マイモの収穫ができますように，
心を込めて植えました。

◆学校運営協議会◆◆学校運営協議会◆

6月11日（土）に第１回学
校運営協議会が開催されまし
た。
保護者や地域の代表の方に

委嘱状をお渡しし，授業・施
設参観や意見交換を通して，
学校運営に関するアドバイス
をいただきました。１年間，よろしくお願いします。

本年度の学校運営協議会委員紹介 【敬称略】

会長 田原 久男 副会長 竹野 功 宗方 宏明

藤山 良子 小峯 稔 井ノ上 政人

◆ 子供の安全，地域ぐるみで見守ります◆◆ 子供の安全，地域ぐるみで見守ります◆

子供たちの安全確保のために
スクールガードの組織を作り，
活動します。地域からは副区長，
自治会長の皆さんにお願いする
ことになりました。通学路や学
校内で子供たちを犯罪等から守
るため御協力いただきます。
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努力の花を咲かせるには
校長 野口 貴弘

６月も中旬になりますが今年
度は朝夕肌寒い日がまだ続いて
おります。そのような天候の中，
子ども達は，晴天の日は登校す
るとすぐに体育服に着替え，グ
ランドで一輪車の練習に励んで
います。
５月最後の月曜日に，１年生

のYさんが私に「一輪車に乗れるようになったから，見
てください。」と誘ってきました。草取りをする手を休
めついて行くと，登り棒に両手でつかまり，おそるおそ
る手を離してYさんが進んだ距離は，１ｍぐらいでした。
何回もチャレンジして，その朝は最高２ｍぐらい乗れま
した。
同週の金曜日の朝，またＹさんが私に「たくさん一輪

車に乗れるようになったので，
見てください。」と誘ってきま
した。登り棒からスムーズにス
タートして，ゆっくりですが足
を着かずに進んだ距離は約50
ｍ。翌週の火曜日にまた成果を
見せてもらうと，なんとグラン
ド３周以上（500ｍ近く）を
安定して乗ることができました。Ｙさんの姿を見て，子
どもの可能性の素晴らしさを実感することでした。それ
と同時に学生時代に学んだ「学習曲線」のことを思い出
しました。学習した時間と学習した成果は，比例関係で
右肩上がりに上昇すると考えられますが，実際は階段状
に上がることも多いようです。学習してもすぐには成果
がでませんが，努力を続けているとある時期に急激に伸
びます。成果が出ないため，あきらめてしまうとそれま
での努力が無駄になるので，成果を信じて努力を続ける
ことが大切だと学びました。Ｙさんの一輪車に乗れるよ
うになった過程が，この「学習曲線」に似ていると思っ
たので思い出したのです。Ｙさんは入学してから１か月
余りの練習で乗れたのは１～２ｍでした。しかし，コツ

スクールカウンセラー（SC）江田 照美先生
（認定心理士，小・中・高校SC）

スクールカウンセラー配置事業により，本年度
も上場小学校に来てくださることになりました。
お子さんの心配事や子育てのことなどお気軽に御
相談ください。

来校日：6/30，10/28，１/12（14:30～16:30）

14日～19日 健康生活週間 20日～30日 教育・健康相談

１５・１６日 ５校合同宿泊学習（５年生）

１７日（金） 生活科・社会科見学（１～４年生）

２４日（金） 栗野小学校との合同学習（栗野小にて）

３０日（木） スクールカウンセラー来校

７月１日（金） 県総合教育センター移動講座会場（国語）

９日（土） リサイクル活動（11:40～）

１２日（火） 校内水泳大会（予備日：1９日）

学校保健委員会・学級ＰＴＡ

ＰＴＡ定例会等 19:00～

１３・１４日 ４校合同修学旅行（６年生）

１８日（月） 〈祝〉海の日

２０日（火） １学期終業式

２１日 ～ 夏休み

２３日（土） 学校農園草払い

２６日（火） 町小学校水泳記録会

※ ２１日～８／２ プール開放予定

をつかむとわずか１週間余りで500ｍ近くも乗れる
ようになったのです。あきらめずに練習を続けた
Ｙさんの努力が実った瞬間でもあります。
成果が出ない時間が続くと悩むことがあります。

今の指導法を続けた方がよいのか，それとも難しい
課題であったのか，別の指導法がよいのか･･･。いろ
いろ悩みながらも，最後は子どものもっている力を
信じることが大切だと思います。成果が表れない時
期にも子どもがしっかり力を蓄えていることを理解
し，適切な指導や支援を続けながら信じていける学
校でありたいと思います。


